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(百万円未満切捨て)
１． 2022年12月期の連結業績（2022年１月１日～2022年12月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

　2022年12月期 23,114 21.0 2,078 12.2 1,896 11.3 1,197 2.6

　2021年12月期 19,102 46.7 1,852 103.1 1,703 105.7 1,167 83.3

(注) 包括利益 2022年12月期 1,265 百万円 (△5.5％) 2021年12月期 1,338 百万円 (108.1％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

　2022年12月期 317.62 － 15.3 7.8 8.9

　2021年12月期 308.59 － 17.3 10.1 9.6

(参考) 持分法投資損益 2022年12月期 －百万円 2021年12月期 －百万円

(注)当社は、2023年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期

　 首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

　2022年12月期 28,290 8,340 29.4 2,212.33

　2021年12月期 19,763 7,308 36.9 1,938.68

(参考) 自己資本 　2022年12月期 8,340百万円 　2021年12月期 7,308百万円

(注)当社は、2023年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期

　 首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

　2022年12月期 △3,597 △210 3,731 4,105

　2021年12月期 1,126 △208 402 4,131

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年12月期 － 0.00 － 124.00 124.00 233 20.0 3.5

2022年12月期 － 0.00 － 127.00 127.00 239 19.9 3.0

2023年12月期(予想) － 0.00 － 76.00 76.00 16.4

(注)当社は、2023年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2021年及び2022年

　 12月期については、当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

　



３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 11,815 20.2 585 △32.4 483 △35.2 350 △64.2 93.03

通 期 26,536 14.8 2,759 32.7 2,581 36.1 1,747 45.9 463.45

(注)当社は、2023年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2023年12月期の１株

　 当たり当期純利益については、当該株式分割の影響を考慮して算定しております。

※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 － 社 (社名) － 、除外 － 社 (社名) －

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年12月期 3,890,000 株 2021年12月期 3,890,000 株

② 期末自己株式数 2022年12月期 120,000 株 2021年12月期 120,000 株

③ 期中平均株式数 2022年12月期 3,770,000 株 2021年12月期 3,783,150 株

(注)当社は、2023年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しており

　 ます。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関るる記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　文中の将来に関する事項は、当連結会計年度の末日現在において当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が判断

したものであります。

　当期の経営成績

　当連結会計年度における世界経済は、米中貿易摩擦の長期化に加え、ウクライナ紛争も長期化の様相を呈しており、

エネルギー価格の高騰、欧米の利上げ継続やインフレ傾向など、依然先行きは不透明な状況が継続しております。

　その中で、当社グループが属しております半導体業界におきましては、エレクトロニクス製品を含む世界的な消費減

速の影響によりメモリー価格の下落が継続しておりますが、データ通信量の増加からデータセンター向け、ハイエンド

スマートフォン向けの需要は継続しており、車載向けでは、旺盛な需要に対して各種半導体の供給不足が継続しており、

こうした需要増加に対応すべく、半導体メーカー各社は積極的な投資を行い、メモリーメーカーでも高水準の投資を継

続しました。

　このような経営環境のなか、当社グループにおきましても、新型コロナウイルス感染症の影響による海外への渡航規

制、中国での物流の混乱等により装置の立上げに多少の影響がありましたが、中国ファウンドリ向け、韓国及び中国メ

モリーメーカー向け洗浄装置の販売は順調に推移しました。

　以上の結果、当連結会計年度の業績につきましては、中国ファウンドリ向け装置の販売台数が前年と比べ増加したこ

と等により、売上高は231億14百万円(前期比21.0％増加)となりました。また、新たに開発した付加価値の高いBW3700シ

リーズの市場投入、現地法人の装置立上対応によるコスト削減等により、営業利益は20億78百万円(前期比12.2％増加)、

経常利益は18億96百万円(前期比11.3％増加)、親会社株主に帰属する当期純利益11億97百万円(前期比2.6％増加)と増益

となりました。

　なお、当社グループにおける報告セグメントは、半導体事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セ

グメント情報の記載を省略しております。

（２）当期の財政状態の概況

　①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当連結会計年度末における流動資産は264億39百万円となり、前連結会計年度末に比べ91億円増加しました。これは主

に「原材料」の増加によるものであります。

　有形固定資産は11億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億81百万円減少しました。これは主に「機械装置」

の売却による減少であります。無形固定資産は75百万円となり、前連結会計年度末に比べ32百万円増加しました。これ

は主に「ソフトウェア」の増加によるものであります。

　これらの結果、当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ85億27百万円増加し、282億90百万円となりま

した。

（負債）

　当連結会計年度末における流動負債は144億35百万円となり、前連結会計年度末に比べ29億63百万円増加しました。こ

れは主に「前受金」の増加によるものであります。固定負債は55億14百万円となり、前連結会計年度末に比べ45億32百

万円増加しました。これは主に「長期借入金」の増加によるものであります。

（純資産）

　当連結会計年度末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ10億31百万円増加し、83億40百万円となりまし

た。これは主に「利益剰余金」の増加によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度末に比べ25百万円減少し、当

連結会計年度末には41億５百万円となりました。

　当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は35億97百万円(前年同期は11億26百万円の獲得)となりました。これは主に「税金等調

整前当期純利益」、「前受金」の増加による資金の増加、「たな卸資産」の増加による資金の減少によるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は２億10百万円(前年同期は２億８百万円の使用となりました。これは主に「有形固定資

産」の取得による支出等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は37億31百万円(前年同期は４億２百万円の獲得)となりました。これは主に「長期借入

金」の増加によるものであります。

（４）今後の見通し

　今後の経済環境は、米中貿易摩擦の長期化に加え、ウクライナ紛争も長期化の様相を呈しており、エネルギー価格の

高騰、欧米の高金利や物価高による景気減速懸念など、引き続き先行きは不透明な状況が続くと予想しております。

　当社グループを取り巻く事業環境では、エレクトロニクス製品を含む世界的な消費減速の影響によりメモリー価格の

下落が継続しており、ロジック半導体、イメージセンサーなどでも調整局面に入っております。一方、電気自動車及び

自動運転技術への対応等から車載向け及びパワー半導体では好調を継続しており半導体への投資は二極化の様相を呈し

ております。

このような経営環境のなか、当社グループにおきましては、価格の下落など厳しい市況にあるメモリー向けでは、メ

モリーの高容量化、ＤＲＡＭでの規格の世代交代、ＮＡＮＤフラッシュでは３Ｄ構造の更なる高層化等に対応し、直近

の市況に影響されず投資計画を実行する韓国メーカーに対し、米国等新たな地域や新たな分野を含め対応を強化してま

いります。また、最先端半導体だけでなく、車載向け及びパワー半導体向け等、既存の半導体も需給がひっ迫しており、

既存プロセスでの増産要求に対応し、中国の新たな半導体メーカーや既存のファウンドリ等、設備投資を継続する半導

体メーカーに対し、対応を強化してまいります。

　このような対応により、2023年12月期の売上高は、2022年12月期に比べ34億22百万円増の265億36百万円を見込んでお

ります。利益につきましては、営業利益27億59百万円、経常利益25億81百万円、当期純利益17億47百万円をそれぞれ見

込んでおります。

　当社グループは、2022年12月期の結果と現状の経営環境を考慮し、現行の中期経営計画を見直し、新たな中期３カ年

経営計画「Challenge 2025」に取り組みます。「Challenge 2025」では、「安定・継続した成長」を目指し、主力市場

である韓国での生産拡大、中国でのテクニカルセンターを活用した新たな拡販施策に加え、日本及び北米での事業展開

を迅速に推進してまいります。

　なお、業績予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、事業環境の変化に対応できる財務の健全性維持や成長投資に必要な内部留保の充実などを総合的に勘案し、

安定的かつ継続的な配当を実施していくことを基本方針としております。

　本方針に基づき2022年12月期の期末配当につきましては、2023年3月30日開催予定の定時株主総会で１株当たり127円

00銭とすることを決議する予定であります。

　次期（2023年12月期）の配当につきましては、上記方針に則り、１株当たり76円00銭（期末配当のみ）の配当を見込

んおります。

　なお、（重要な後発事象）に記載のとおり、当社は、2023年１月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っ

ており、株式分割前の１株当たりの配当金額は、152円00銭に相当いたします。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当連結会計年度
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,730,327 4,812,788

受取手形及び売掛金 873,878 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,660,904

商品及び製品 4,206,995 6,585,313

仕掛品 3,813,664 5,307,981

原材料及び貯蔵品 2,956,864 7,082,191

その他 757,013 990,318

流動資産合計 17,338,743 26,439,498

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物(純額) 517,119 309,040

機械装置及び運搬具(純額) 1,057,713 486,111

土地 304,873 304,873

その他(純額) 38,768 37,201

有形固定資産合計 1,918,474 1,137,226

無形固定資産

その他 42,306 75,052

無形固定資産合計 42,306 75,052

投資その他の資産

繰延税金資産 397,946 554,408

その他 66,351 84,656

投資その他の資産合計 464,297 639,065

固定資産合計 2,425,078 1,851,343

資産合計 19,763,821 28,290,842
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当連結会計年度
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,083,745 2,095,243

短期借入金 3,950,000 3,150,000

１年内返済予定の長期借入金 482,712 727,932

リース債務 2,282 3,429

未払法人税等 501,195 339,660

前受金 3,249,585 6,904,276

賞与引当金 27,386 30,783

製品保証引当金 369,940 449,611

その他 805,623 734,813

流動負債合計 11,472,471 14,435,750

固定負債

長期借入金 916,480 5,438,882

リース債務 8,505 9,951

役員退職慰労引当金 52,545 60,957

資産除去債務 4,743 4,755

その他 189 43

固定負債合計 982,463 5,514,590

負債合計 12,454,935 19,950,340

純資産の部

株主資本

資本金 571,000 571,000

資本剰余金 558,538 558,538

利益剰余金 6,094,727 7,058,419

自己株式 △170,820 △170,820

株主資本合計 7,053,446 8,017,137

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 255,389 323,339

その他の包括利益累計額合計 255,389 323,339

非支配株主持分 51 25

純資産合計 7,308,886 8,340,502

負債純資産合計 19,763,821 28,290,842
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
至 2022年12月31日)

売上高 19,102,114 23,114,584

売上原価 14,675,318 18,220,764

売上総利益 4,426,796 4,893,820

販売費及び一般管理費 2,574,717 2,815,079

営業利益 1,852,078 2,078,740

営業外収益

受取利息 5,368 6,911

補助金収入 7,034 8,188

還付消費税等 3,710 2,317

その他 1,514 2,750

営業外収益合計 17,628 20,168

営業外費用

支払利息 47,746 64,381

支払手数料 45,134 88,948

為替差損 72,708 48,607

その他 547 344

営業外費用合計 166,137 202,282

経常利益 1,703,569 1,896,627

特別利益

固定資産売却益 115 －

特別利益合計 115 －

特別損失

減損損失 － 233,731

固定資産売却損 46 －

固定資産除却損 59 －

特別損失合計 106 233,731

税金等調整前当期純利益 1,703,579 1,662,895

法人税、住民税及び事業税 624,803 621,745

法人税等調整額 △88,653 △156,281

法人税等合計 536,150 465,463

当期純利益 1,167,429 1,197,431

親会社株主に帰属する当期純利益 1,167,429 1,197,431
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
至 2022年12月31日)

当期純利益 1,167,429 1,197,431

その他の包括利益

為替換算調整勘定 171,208 67,949

その他の包括利益合計 171,208 67,949

包括利益 1,338,638 1,265,381

(内訳)

親会社株主に係る包括利益 1,338,638 1,265,381

非支配株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2021年１月１日 至 2021年12月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 571,000 558,538 4,927,298 － 6,056,836

当期変動額

親会社株主に帰属する
当期純利益

－ － 1,167,429 － 1,167,429

　自己株式の取得 － － － △170,820 △170,820

株主資本以外の項目の
当期変動額(純額)

－ － － － －

当期変動額合計 － － 1,167,429 △170,820 996,609

当期末残高 571,000 558,538 6,094,727 △170,820 7,053,446

その他の包括利益累計額

非支配株主
持分

純資産合計
為替換算調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 84,180 84,180 － 6,141,017

当期変動額

親会社株主に帰属する
当期純利益

－ － － 1,167,429

　自己株式の取得 － － － △170,820

株主資本以外の項目の
当期変動額(純額)

171,208 171,208 51 171,259

当期変動額合計 171,208 171,208 51 1,167,869

当期末残高 255,389 255,389 51 7,308,886
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当連結会計年度(自 2022年１月１日 至 2022年12月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 571,000 558,538 6,094,727 △170,820 7,053,446

当期変動額

　剰余金の配当 － － △233,740 － △233,740

親会社株主に帰属する
当期純利益

－ － 1,197,431 － 1,197,431

自己株式の取得 － － － － －

株主資本以外の項目の
当期変動額(純額)

－ － － － －

当期変動額合計 － － 963,691 － 963,691

当期末残高 571,000 558,538 7,058,419 △170,820 8,017,137

その他の包括利益累計額

非支配株主
持分

純資産合計
為替換算調整勘定

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 255,389 255,389 51 7,308,886

当期変動額

　剰余金の配当 － － － △233,740

親会社株主に帰属する
当期純利益

－ － － 1,197,431

自己株式の取得 － － － －

株主資本以外の項目の
当期変動額(純額)

67,949 67,949 △25 67,924

当期変動額合計 67,949 67,949 △25 1,031,615

当期末残高 323,339 323,339 25 8,340,502
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：千円)

前連結会計年度
(自 2021年１月１日
至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
至 2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,703,579 1,662,895

減価償却費 252,172 328,475

減損損失 － 233,731

賞与引当金の増減額(△は減少) 1,050 3,441

製品保証引当金の増減額(△は減少) 74,103 79,670

役員退職慰労引当金の増減額(△は減少) 8,106 8,412

受取利息及び受取配当金 △5,368 △6,911

支払利息 47,746 64,381

固定資産売却損益（△は益） △69 －

固定資産除却損 59 －

補助金収入 △7,034 △8,188

売上債権の増減額(△は増加) 191,737 －

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） － △761,940

たな卸資産の増減額(△は増加) △4,197,497 △7,986,539

仕入債務の増減額(△は減少) 506,371 5,606

前受金の増減額(△は減少) 3,125,322 3,652,093

その他の流動資産の増減額(△は増加) △353,730 △222,543

その他の流動負債の増減額(△は減少) 170,101 △63,719

その他 △13,944 266,911

小計 1,502,708 △2,744,224

利息及び配当金の受取額 5,368 6,911

利息の支払額 △46,419 △70,391

法人税等の支払額 △342,955 △797,534

補助金の受取額 7,910 8,188

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,126,612 △3,597,049

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 11,820 △102,401

有形固定資産の取得による支出 △215,977 △50,827

有形固定資産の売却による収入 1,275 164

無形固定資産の取得による支出 △6,191 △58,178

その他 275 272

投資活動によるキャッシュ・フロー △208,797 △210,970
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財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額(△は減少) 1,100,000 △800,000

長期借入れによる収入 258,000 5,300,000

長期借入金の返済による支出 △784,070 △532,378

リース債務の返済による支出 △945 △2,621

自己株式の取得による支出 △170,820 －

配当金の支払額 － △233,740

非支配株主からの払込による収入 51 －

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得

による支出
－ △25

財務活動によるキャッシュ・フロー 402,215 3,731,235

現金及び現金同等物に係る換算差額 75,285 50,964

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 1,395,316 △25,820

現金及び現金同等物の期首残高 2,736,061 4,131,377

現金及び現金同等物の期末残高 4,131,377 4,105,557
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

前連結会計年度(自 2021年１月１日　至 2021年12月31日)

　該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2022年１月１日　至 2022年12月31日)

　 （収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、半導体製造装置

の販売において、従来は装置の設置完了時に収益を認識しておりましたが、立上完了時に収益を認識することと

いたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　なお、当該会計方針の変更が連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当連結会計年度より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示しておりま

す。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　なお、当該会計基準等の適用が連結財務諸表に与える影響はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前連結会計年度(自 2021年１月１日　至 2021年12月31日)

　当社グループにおける報告セグメントは、半導体事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

当連結会計年度(自 2022年１月１日　至 2022年12月31日)

　当社グループにおける報告セグメントは、半導体事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメ

ント情報の記載を省略しております
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2021年１月１日
至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
至 2022年12月31日)

１株当たり純資産額 1,938.68円 2,212.33円

１株当たり当期純利益 308.59円 317.62円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２. 当社は、2023年１月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定しております。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
至 2022年12月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 1,167,429 1,197,431

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(千円)

1,167,429 1,197,431

普通株式の期中平均株式数(株) 3,783,150 3,770,000

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当連結会計年度
(2022年12月31日)

純資産の部の合計額(千円) 7,308,886 8,340,502

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 51 25

(うち非支配株主持分)(千円) (51) (25)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 7,308,835 8,340,476

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

3,770,000 3,770,000

　



株式会社ジェイ・イー・ティ(6228)
2022年12月期 決算短信[日本基準](連結)

15

(重要な後発事象)

当連結会計年度(自 2022年１月１日　至 2022年12月31日)

（株式分割）

当社は、2022年12月15日開催の取締役会において、下記のとおり、株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更を

行うことを決議し、2023年１月１日をもって、当社定款の一部を変更いたしました。

１．株式分割の目的

株式を分割することにより、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げ、当社株式の流動性の向上と投資家

層の拡大を図ることを目的としております。

２．株式分割の内容

(1)分割の方法

2022年12月31日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有する普通株式を、１

株につき２株の割合をもって分割いたします。

(2)分割により増加する株式数

① 株式分割前の発行済株式総数 1,945,000株

② 今回の分割により増加する株式数 1,945,000株

③ 株式分割後の発行済株式総数 3,890,000株

④ 株式分割後の発行可能株式総数 15,560,000株

(3)分割の日程

① 基準日公告日 2022年12月16日

② 基準日 2022年12月31日

③ 効力発生日 2023年１月１日

３．株式分割に伴う定款の一部変更

(1)定款変更の理由

今回の株式分割に伴い、会社法第 184 条第２項の規定に基づく取締役会決議により、2023年１月１日をもっ

て、当社定款の一部を変更いたします。

(2)定款変更の内容

変更の内容は次のとおりです。

（下線部は変更部分を示しております）

変更前 変更後

（発行可能株式総数）

第６条

当会社の発行可能株式総数は、7,780,000株

とする。

（発行可能株式総数）

第６条

当会社の発行可能株式総数は、15,560,000株

とする。

(3)定款変更の日程

効力発生日 2023年１月１日

４．その他

(1) 資本金の額の変更

今回の株式分割に際して、資本金の額の変更はありません。

　


